


クロルプロマジン（抗精神病薬）換算とは？
抗精神病薬の量が適正かどうかおおよその目安を知るため
のものです。
自分が内服している抗精神病薬をクロルプロマジンに換算
することで、おおよその量を知ることができます。

ジアゼパム（ベンゾジアゼピン）換算とは？
自分が内服している抗不安薬、睡眠薬をジアゼパムに換算す
ることで、おおよその量を知ることができます。

イミプラミン（抗うつ薬）換算とは？
自分が内服している抗うつ薬をイミプラミンに換算することで、
おおよその量を知ることができます。





抗不安薬、睡眠薬のジアゼパム等価換算表

抗うつ薬のイミプラミン等価換算表

ジアゼパム 5

クロナゼパム 0.25

クロキサゾラム 1.5

エチゾラム 1.5

ニトラゼパム 5

ブロチゾラム 0.25

イミプラミン 150

ミルナシプラン 100

セチプチリン 6



同じお薬でもいろいろな名前があるの！？

＊先発医薬品
新薬。製薬企業によって商品名がつけられる。

＊後発医薬品（ジェネリック医薬品）
新薬の特許が切れた後に製造販売される。以前は後発
医薬品を製造販売する企業が独自に商品名を決めてい
たが、最近国の方針で、どの薬にも存在する共通の名
前（一般名）が使われるようになっている

例：同一有効成分なのに名前が3つあるもの
サイレース（製造販売エーザイ株式会社）
ロヒプノール（製造販売、初めは中外製薬だったが今はエーザイにうつった）
フルニトラゼパム（一般名）



症例：あやこさん あやこ
診断名：双極Ⅱ型

2002年 4月 多忙な仕事が落ち着いた頃から、忘れものが多くなる、涙がでる、
パソコンの前に座っても仕事ができない、症状がでる。
あやこさんのお母さまが「ヤクザにつけられていて怖い」との妄想を訴え、近医
精神科クリニック受診。同時にあやこさんも受診。うつ病との診断でアモキサン、
デプロメール、ワイパックスの処方を受ける。
内服初めてすぐに躁転するも、アモキサン、デプロメール、ワイパックスは継続
処方。

2003年 4月 お母さま自殺未遂。お母さま精神科病院に入院。
2003年 5月 夫婦喧嘩の後、ふすまに絵の具で手を使って絵を書きなぐる。
2003年 6月 都内精神科クリニックに転院。処方トレドミン、テシプール、プ
ロアゼパム、マイスリー、ロヒプノール、レンドルミン、リスパダール。リスパ
ダールは度々起こる爆発に頓服的に使用。健忘が度々あった。
お母さまが施設に入るまでの間、あやこさんの症状悪化。健忘、希死念慮、悪夢、
夢と現実の区別がつかない。

2008年 お母さまの介護疲れであやこさんの症状悪化。泣き、叫んでしまう。地
元の精神科病院へ転院。躁うつ病と告げられる。次の処方がでた。



あやこさんの処方

あやこ
診断名：双極Ⅱ型
右記の同一処方が約6年続く

Rp1． トレドミン錠25㎎ 2錠
テシプール錠1㎎ 2錠
セパゾン錠1㎎ 2錠

1日2回朝夕食後に服用 30日分

Rp2.      ルーラン錠4㎎ 1錠
1日1回夕食後に服用 30日分

Rp3. デパス1㎎ 1錠
ベンザリン錠10㎎ 2錠
レンドルミンD錠0.25㎎ 1錠
リスパダール内服液2㎎ 1包

1日1回就寝前に服用 30日分

Rp4. リボトリール錠0.5㎎ 6錠
1日3回朝夕食後就寝前に服用 30日分



この時のあやこさんの体感した症状もしくは副作用

自殺企図、自傷、破壊、錯乱
傾眠。

あやこさんのお薬詳細表 穴埋め

商品名 一般名 種類 1日量

クロルプロマジン換
算
orジアゼパム換算
orイミプラミン換算

換算値 半減期 副作用

トレドミン ミルナシプラン 抗うつ薬 50㎎ イミプラミン換算 50㎎/100mg×150㎎=75㎎8時間

テシプール 2㎎ 〇㎎/ 〇㎎×150㎎=〇mg 2時間、24時間

セパゾン 2㎎ 〇㎎/〇㎎×5=〇㎎ 16時間 依存性、刺激興奮

デパス エチゾラム
抗不安薬（ベンゾジアゼピン
系）

1㎎ ジアゼパム換算 1㎎/1.5㎎×5=3.3㎎ 〇時間 依存性、呼吸抑制

ベンザリン ニトラゼパム 睡眠薬（ベンゾジアゼピン系） 20㎎ ジアゼパム換算 20㎎/5㎎×5=20㎎ 〇時間 呼吸抑制、依存性、刺激興奮、錯乱

レンドルミ
ン

0.25㎎ 〇㎎/〇㎎×5=〇㎎ 6～8時間 肝機能障害、一過性前向性健忘

リスパダー
ル

リスペリドン 抗精神病薬 2㎎
クロルプロマジン換
算

2㎎/1㎎×100=200㎎ 4時間 悪性症候群、遅発性ジスキネジア

ルーラン 4㎎ 〇㎎/〇㎎×100=〇㎎ 2～3時間
悪性症候群、遅発性ジスキネジア、高
血糖

リボトリー
ル

クロナゼパム
気分安定化薬（ベンゾジアゼピ
ン系）

3㎎ 27時間 依存性、呼吸抑制、刺激興奮、錯乱

あや
こさ
んの
1日量

添付文書上用量

イミプラミンとして 〇㎎ 1日25㎎～75㎎を初期用量とし、1日200㎎まで漸増。1日最大量300㎎

ジアゼパムとして 〇㎎ 外来患者は1日量ジアゼパムとして15㎎以内

クロルプロマジンとして 〇㎎ 通常30㎎～100㎎。精神科領域においては50㎎～450㎎。


